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＠断酒会の組織
公益社団法人全日本断酒連盟一者随道府県連合会・断酒会(50)ー地域断酒会・支部断酒会（約540)

＠会員数
2020年現在約6,400人です（家族会員を含めると10,000人）

＠女性会員
全体の9.8%、630人です。女性酒害者が急速に増えている現状からすると、人数・比率ともに少ないと言わざるをえませ
ん。本人の周囲の環境の問題を含め女性特有の問題を解決しなければなりません。

＠高齢化現象
10年前と比較すると、会員全体に占める60歳以上の会員比率が3.8%増えて60％に達しています。入会する時点で60歳
以上の人が24％を占めるようになりました。
社会的現象と見るべきか、早期発見のための施策の立ち遅れが原因なのか、あるいは、医療機関を渡り歩くことで断酒と
いう根本的治療を先延ばしにする結果であるか調査研究が必要です。

＠複合依存対策
1つの依存は他の依存を呼ぶと言われています。アルコール依存症から回復しても、ギャンブル依存はじめ他の依存に囚われ
る例が多々あります。また、もともと複数の嗜癖を抱えている人もいます。女性の場合は摂食障害を伴っている例が多く見受
けられます。これらの依存問題に幅広く対応できる態勢を研究しています。

＠断酒例会
断酒例会は断酒継続の基本となる日常の活動です。全国において、年間約1,600カ所で、約40,000回、約60万人が参加
しています。一般にも開放しており自由に見学参加もできます。

＠各種イベント
断酒例会とは別に、各地で大会や研修会を開催し、断酒会員の輪の広がりと和の醸成に努めるとともに、酒害啓発活動に欠
かせない知識の拡充と質の向上を図ります。


